
おおすみくん家 通学合宿

１ 趣 旨 集団宿泊生活や生活体験活動を行いながら，普段の学校生活を送ることを通して，

望ましい生活習慣や学習習慣を身に付けるとともに，連帯感や協調性を育てる。

２ 実施期間 令和元年１１月 ５日（火）～１２月１３日（金） ６週

令和２年 １月１３日（月）～ ２月２８日（金） ７週

※ 学校ごとに実施期間を指定する。

３ 参加対象 鹿屋市内及び垂水市内の小学３～６年生児童

※ 自然の家から学校までの所要時間がおおむね３０分以内の学校

４ 募集定員 各週４０人

５ 参 加 者

【学校別参加者者数】

学 年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計

学校名 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

大姶良小学校 4 6 10 1 3 4 4 9 13 8 13 21 17 31 48

寿小学校 3 5 8 3 12 15 5 14 19 0 5 5 11 36 47

花岡小学校 2 4 6 3 8 11 0 7 7 5 5 10 10 24 34

東原小学校 0 1 1 1 3 4 0 5 5 1 7 8 2 16 18

寿北小学校 8 6 14 4 7 11 9 9 18 0 1 1 21 23 44

垂水小学校 0 0 0 0 3 3 2 3 5 4 3 7 6 9 15

水之上小学校 0 0 0 1 0 1 1 0 1 2 0 2 4 0 4

笠野原小学校 2 4 6 0 3 3 0 7 7 4 6 10 6 20 26

野里小学校 1 3 4 3 0 3 6 3 9 2 3 5 12 9 21

高須小学校 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 2 1 1 2

西原台小学校 5 5 10 1 2 3 3 3 6 2 2 4 11 12 23

吾平小学校 2 4 6 4 6 10 0 0 0 0 5 5 6 15 21

鹿屋小学校 3 4 7 2 9 11 14 3 17 1 9 10 20 25 45

西原小学校 4 7 11 5 6 11 3 9 12 1 0 1 13 22 35

下名小学校 1 1 2 1 3 4 0 0 0 1 0 1 3 4 7

田崎小学校 0 1 1 2 1 3 2 0 2 0 1 1 4 3 7

計 35 51 86 31 66 97 49 72 121 32 61 93 147 250 397

【参加日数別参加者数】

学 年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計

日数 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

１泊２日 6 13 19 1 2 3 1 6 7 0 5 5 8 26 34

２泊３日 16 17 33 7 25 32 21 18 39 12 22 34 56 82 138

３泊４日 8 14 22 9 15 24 14 21 35 8 11 19 39 61 100

４泊５日 5 7 12 14 24 38 13 27 40 12 23 35 44 81 125

計 35 51 86 31 66 97 49 72 121 32 61 93 147 250 397

※ 延べ参加者数 １ ,４９２人

６ 指 導 者 国立大隅青少年自然の家職員，研修指導員５人



７ 基本的な生活時間

通学合宿開始日 通学合宿期間中 通学合宿最終日

6:00 起床・身支度・清掃 6:00 起床・身支度・清掃

7:00 朝食 7:00 朝食

7:30 バスで登校 7:30 バスで登校

8:00 学校生活 8:00 学校生活

17:00 受付

17:15 オリエンテーション 16:15 バスで下校 16:15 学校から帰宅
ごろ

※学校の校時表に従う
ごろ

18:00 夕食 17:00 学習・洗濯等

18:30 宿泊室へ移動 18:00 夕食

19:00 学習等 19:00 学習・読書・交流

20:30 入浴 20:30 入浴

21:30 翌日の準備 21:30 翌日の準備

22:00 就寝 22:00 就寝

８ 事業運営上の配慮

(１) 基本的には１週１校で実施するが，同じ中学校に進学する小学校や小規模校は複数校で実施

した。

(２) 子供たちの学習指導や生活指導に目が行き届くよう，担当職員１人と研修指導員１人の２人

体制とした。

(３) 合宿中は，起床時や就寝時の健康状況や食事の様子等についてチェックし，子供たち一人一

人の健康状況の把握に努めた。

(４) 対象となる学校と連絡を取り合い，配慮が必要な子供の情報を関係職員と共有した。

９ 参加者の感想

○ 初めての参加だったので少し緊張したけど，班のみんなが優しくしてくれたのでとても楽し

く過ごすことができた。

○ 友達と協力できたことと，早寝早起きを意識できたので，それらをこれからの生活にいかし

ていきたい。

○ いろいろな学年の人と関わることができて楽しかった。今まで何回もおおすみくん家に行っ

たことがあるけど，今までよりたくさん楽しむことができた。

10 成 果

○ 子供たちから，「早寝早起きができるようになった」「親の大変さが分かった」「友だちと協力

できた」といった感想が多く寄せられた。

○ 異年齢での共同生活であったことから，上級生（５・６年生）が率先して下級生をリードし

て活動を行っていた。


